奇形ニホンザルの形態について(III 共同利用研究 2.研究成果) by 本間, 敏彦
Title奇形ニホンザルの形態について(III 共同利用研究 2.研究成果)
Author(s)本間, 敏彦












































岡 田 守 彦 (筑波大 ･体育)
木村 焚 く帝京大 ･医)
山 崎 侶 寿 (慶応大 ･理工)
石 田 英 夫 (阪大 ･人間科学)
岡 本 勉 (関西医大)
肇山 杉失 く ,y )
われわれはこれまで.サルWlの四足および二足
移動.ヒト乳幼児の非行について比較研死を行な
い.バイペダリズムの系統発達と個体発達につい
て検討を重ねてきているが.今回.マカクの調教
過程に関する多面的研究が実施される機会に.そ
の二足性の獲得過程をバイオメカニカルな川面か
ら分析することを就みた｡本年皮はカニクイザル
1頭.ニホンザルlilVi(いずれも幼体)について
いわゆる 〝サルまわし.の叩門家に調教をお願い
し.調教の進行に応じて実験を行ない資料を収災
する予定であったが.謂紋のTJfTI紬 らゝニホンザル
のみについて.二足少行の分析と立位LMタ)の分析
をそれぞれ大阪大.m西医大で各 1回行なった｡
被検サルはオス1.5歳.調教は6日間の短期急速
調教であった｡
二足歩行は長さ約5mの歩行路上を往役させ.
側面.前 (後)両からの1印h7映両.jJL一行跡中央
に設田したフォースプレー トによる床反力の検出
を行った｡調教が完成していないため.十分なデ
ータをとるに至らなかったが.姿多き.後肢の関節
運動.斥反力パターンから見るかぎり.従米われ
われの収井…したデータとちがいが見られなかった
ことから.ニホンザルの二足少行はJlnの能力に
よるところが大きいと想われた｡
二足起立姿勢については.側面Ⅹ緑像及び映画
により.足底接地様式についてしらべた結果.母
指外佃尖.Ⅱ-Y指の指尖球 (一次触球).打～
Y指mの3佃の指閃球 (二次触球).母指球.小
指球を接地することがわかったoニホンザル,カ
ニクイザル.'ヒヒなどのオナガザル亜科の四足起
立姿勢での下肢足底面の接地点は.母指外側尖,
Ⅱ～Y指の指尖球.各指間である｡従 って,二足
起立時には四足起立時の接地点に加えて.母指球
小指球が参加することが明らかとなった｡
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